
　教　職　員 生　徒 保　護　者 R5 R4 R3 R5 R4 R3 R5 R4 R3 R5 R4 R3

A

【N】意識改革について、年々より改善されているようである。
【B】教職員の評価が年々高くなってきていることは取り組みの成果が表れているのではないでしょ
うか。
【T】働き方改革は時短のみではない。働き甲斐や働きやすさの両立にテーマを置きたい。

A

【N】引き続き、研修会などを通じて働きやすい職場環境の整備に努めていただきたい。
【T】より良い指導から、おおきな成果は生まれる。良い指導とは丁寧な指導であり、そこにハラスメ
ントはありえない。

意　　見評価

A

【N】定期的にICTを活用するための研修会をを計画するなどしている。また、全授業においてICT
機器を工夫して活用し、学力向上に繋げている。
【B】学力向上のために色々と取り組まれていることに対して評価したい。
【S】ICTはあくまでも学習補助の機器、教材研究の充実が基盤であることは変わらない。

A

【N】課題の量や質について、生徒・保護者からも評価されており、適切であったと考えられる。
【T】課題は家庭学習の基軸、質量とも適切でありありがたい。模試結果などから、自ら取り組む学
習も大切であることは変わりない。

B

【U】図書館のレイアウトや、展示方法などを工夫され、親しみやすい図書館であると感じます。この
ことが、過去最多の利用数につながっているのではないかと推測できます。しかしながら、課題に
あるよう、最終的に「読書」につながってないところや、本を読む側の「生徒」のアンケート結果から
評価を付けさせていただきました。
【N】図書室の利用者数は増えており、取り組みの成果といえる。一方で、実際に生徒が「本を借り
る、読む」などの利用が少ないなど、難しい課題である。
【B】生徒および保護者の評価が低い理由は何でしょうか？
【K】教職員と生徒・保護者の評価の違いが気になります。
【T】「借りよう」「読もう」だけの呼びかけでは貸出数は増えない。図書委員会の活動として貸出目
標を決め、その達成のための活動に効果がある。

A

【T】どんな人間になるか、そのためにどんな仕事をするか、そのためにどんな力や資格が必要か、
そのためにどこへ進学するか、という進路選択が基本。

A

【N】有木小学校での「放課後先生」をはじめとした、キャリアアップを図る活動の場は、外部からも
非常に評価も高く有効な手段である。さらに充実させていただきたい。

A

【N】学校だより「尼寺原）などにより、地域の人への情報発信に努められている。
【B】SNSでの発信など情報発信が増えてきていると思います。
【T】尼寺原は読むが、HPはあまりみない。

A

【N】ロードレースでのサポートや学園祭での模擬店出店などが保護者と連携して行われるなど、高
い評価を受けている。
【B】保護者の評価が年々高くなっていることは、保護者への情報発信が充実してきたからではな
いでしょうか。
【K】役員ではない保護者にも積極的に参加していただければと思います。
【T】以前と比較すると、保護者の活躍の場が増えているのではないか。

A

【N】総合的な探究やジオパーク探究、商業科の販売実習など教育の魅力化において、高い評価
を受けている。
【B】隠岐高校への視察も増え、様々な分野からも注目されているので今後も継続した取り組みとし
ていただきたい。
【K】授業の魅力化、部活動の魅力化に積極的に取り組んでいただきたいと思います。町内中学校
との連携も積極的に取り組んでいただきたいと思います。
【T】ここ数年、ジオパーク研究の内容や発表力はずいぶん向上している。将来の町づくり、地域づ
くりに活かされるよう期待できる。

A

【N】地域と連携した信頼される学校づくりにおいて、高い評価を得ている。
【K】町内中学校との連携も積極的に取り組んでいただきたいと思います。
【T】関係機関や住民との連携をさらに進めたい。

B

【U】課題や、教職員によるアンケート結果からBと判断しました。生活の一部になているスマホとど
のように付き合っていくか、生徒のみならず、保護者にも理解や協力を求めなければならない大変
な時代になったっと感じます。
【N】ルールを守らない生徒が増加傾向にあるとのこと、基本的な生活習慣や生活態度について
は、今後社会に出ていく上で非常に大切なことであり、しっかりとが身につくよう指導が必要であ
る。
【B】教職員の評価が低い要因は何でしょうか。
【K】現在の校則は、いつから見直ししていないのでしょうか。検討することは必要かと思います。
【T】ルール作りには生徒会とのタイアップが必要。ともに安心して生活するには自治が欠かせな
い。

A

【N】トラブルはどうしても起こってしまうものであるので、引き続き、人権意識や人権感覚を育成して
いく取り組みに努めていただきたい。
【K】教職員と生徒・保護者の評価の違いが気になります。
【T】普段のHR経営や授業経営がどうかという視点で評価すべきでないか。

A

【N】いじめなどの防止と迅速な対応に取り組む組織体制が構築されている。
【T】いじめアンケートの結果を学級経営や教科経営へ生かしていきたい。問題があればこれを好
機ととらえ積極的な指導に移していくべき。

A

【U】5類感染症に移行した今日においては、組織での対応より、個々の対策や行動が重要である
と感じます。
【N】5類の感染症に移行されたことから、今後は、これまでのインフルエンザなどと同様に、適切な
対策に努めていただきたい。
【T】一人一人の防止対策が基となる。

A

【N】生徒、保護者より高評価を得ている。
【T】よりよい学校は、教員と生徒の双方が考えて取り組むべきもの。

学校関係者評価

■服務規律研修等を通して、「働きやすい職場環境とは？」や「ハラスメントのない職場とは？」な
どを考える機会を持つことで、職場でのマナーアップや気配り、配慮を意識するようになった。
〇職員数は比較的少ないが、職員室は6か所に分かれており生徒情報等を共有しずらい環境と
なっている。生徒指導や業務の効率化に最もつながる職員室配置を考える。

⑭学校満足度
  （教頭）

93

89

91

88

58

81

86

81

89

82

86

87

97

92

81

92

80

89

88

100
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88

B
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A
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A
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A
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A
90

A
77

92

A
88

95 96 A
94

93

86

88 A
93

86 77

58 A
86

C
58

A
88

A
89

85

C
42

90 91 84 88

■時間外勤務時間平均/月は年度当初50時間を超過していた（島根県教育委員会目標値45時間
未満）が、徐々に減少し、7月以降は40時間/月台となる月が増えた。また、年次休暇取得日数は
島根県教育委員会の目標値13日を達成できた。業務の「ひとり仕事」傾向を改善し、「だれも仕事
化」を意識した結果と考える。
〇時短や休暇取得などを、今後は授業開発や面談の充実に直結させたい。

■5月に5類に移行されたため、教育活動も通常の状態に戻りました。しかし、7月・9月には新型コ
ロナが再流行し3クラスが学級閉鎖をしました。感染防止対策については、国・島根県の基準に
そって継続してきました。
〇新型コロナやインフルエンザなどの感染症の情報を常に把握し、適切な対策や措置を施してい
く。

92 89 89 94 93 93 A
93

A
91

A
91

■寮の食事の改善とフードロスの削減は喫緊の課題である。現在1日1,150円で3食を提供してい
るが、物価高騰もあり食事の改善には食費の値上げが必要となる。また、食事を摂らない生徒もお
りフードロスも課題。
〇生徒・保護者の要望をまとめ、学校・食事提供業者で対策を検討する。

90 A
77

A
90

A
87

A
79

B
63

進路指導と
キャリア教育
の充実

■ルールを守らな生徒が増加傾向、特にスマホに関するルールが守られていない。
〇規範意識を指導していくとともに、ルールの見直しも検討する。生徒の意見、保護者や地域が
求めるものも踏まえながら検討していく。
〇校則や規則に対する教員の理解と指導の意識について、方向性を揃える必要がある。

教室や身の周りの整理整頓や貴重品の管理、服装、スマ
ホ、交通安全などの指導は、基本的な生活習慣や生活態
度、社会性が身に付くものとなっていると思いますか。

教室や身の周りの整理整頓や貴重品の管理、服装、スマ
ホ、交通安全などの指導は、基本的な生活習慣や生活態
度、社会性が身に付くものとなっていると思いますか。

教室や身の周りの整理整頓や貴重品の管理、服装、スマ
ホ、交通安全などの指導は、お子様の基本的な生活習慣や
生活態度、社会性が身に付くものとなっていると思います
か。⑩基本的生活習

慣 ・道徳教育
  （生徒指導部）

62 75 87 89 79 83 A
76

A
82

⑤キャリア教育
  （進路指導部）
  （教育研究部）

進路講演会や進路説明会（進路ガイダンス）、各種体験学習
（看護・教師）などのキャリア教育は、生徒の自己実現を支援
するものとなっていると思いますか。

進路講演会や進路説明会（進路ガイダンス）、各種体験学習
（看護・教師）などのキャリア教育は、自己実現を支援するも
のとなっていると思いますか。

進路講演会や進路説明会（進路ガイダンス）、各種体験学習
（看護・教師）などのキャリア教育は、お子様の自己実現を支
援するものとなっていると思いますか。 93 A

88

④進路実現
  （進路指導部）
  （学年部）

模試や各種検定試験は、進路実現のための学力把握や学
習意欲向上につながっていると思いますか。

模試や各種検定試験は、進路実現のための学習意欲向上
や学力向上につながっていると思いますか。

93

生徒 保護者
教育
目標

重点
目標

学校評価
実施項目

アンケート結果【肯定的意見の割合(％ )】 75%以上：A
60%以上：B
59%以下：C

Ａ：十分に達成できている状況　Ｂ：概ね達成できている状況　Ｃ：どちらかといえば達成できていない状況　Ｄ：ほとんど達成できていない状況

■いじめ、からかいなどに対しては、その防止と迅速な対応に取り組む組織体制を再構築した。
■特別な配慮を必要とする生徒に対しては、困り感や配慮事項を組織的に協議し、学校全体で取
り組む組織体制を再構築した。
〇生徒・保護者の多様な悩みやストレスに対してサポートできる支援体制を強化していく。

■定期的にICT活用研修を計画し、研究授業や活用方法を共有しながら、全授業においてICT機
器を工夫して活用している。来年度はすべての学年で１人一台端末（chromebook）を持つことにな
るため、より一層、学習活動や学校生活のなかでICT活用の場を広げていく必要がある。
〇ICTを用いた学習等を充実させるため、研修会を実施したり他校と活用状況を共有したりしなが
ら、更に効果的な活用方法を教科間や校内で共有したい。また、家庭学習時間が減少している状
況も見られ、ICT（スクールタクトやクラッシー）を活用することで改善させたい。

■各教科から出される課題の量や質は、概ね適切であったと考える。
〇生徒の学習意欲を高め、基礎学力を定着させるよう授業改善を行い、家庭においても生徒が主
体的に学習に取り組み社会的・職業的自立に向かっていくよう支援する。

■図書室の利用者数は過去最多となっており、「本を借りる」「読書をする」目的の利用は少なく
（探究学習の学び利用が主）、課題となっている。
〇１人１台端末やＩＴの向上による時代背景を見ながら、探究活動や外部とのつながりが図れる「場
創り」をしながら、読書にもつながる新しい図書室の形を模索していきたい。

■総合的な探究の時間やホームルーム活動において進路学習を行ってきた。「自分と社会とのつ
ながり」や「働く意義」などの学びを通して、キャリア形成を図ることができた
〇進路ガイダンス、進路講演会、ジョブ・フェアをさらに充実させ、有木小学校での「放課後先
生」、島根大学「教師塾」、県立大学「看護塾」など、キャリアアップを図る主体的活動の場をさらに
充実させていきたい。

■長年継続してきたロードレースでのサポート（給水・交通整理など）や学園祭での模擬店出店や
通学路の環境整備（外灯設置陳情）などの取り組みが高い評価を受け、全国高P連会長表彰を受
けた。今後も保護者との連携を継続・強化していきたい。
〇進路情報（特に模擬試験の目的やキャリア教育の取り組み状況）、清明寮情報（食事や生活の
様子等）などについて、さらに情報発信していきたい。

■探究学習、地域連携は総合的な探究の時間やジオパーク探究、商業科の販売実習や地域活
動の参加、ボランティア活動の成果がアンケートでの高評価につながった。
■授業の魅力化、部活動の魅力化、しまね留学の魅力化、寮の魅力化などについては、人材面
の課題、環境面の課題などが山積する。
〇いくつかの職種で欠員が生じており、早急に補充する必要がある。

■学校運営協議会、コンソーシアム、隠岐の島町役場、隠岐ジオパーク推進機構、城山会の他、
新たに隠岐の島町連合婦人会や隠岐の島町観光協会や隠岐青年会議所などと連携し、教育魅
力化に対する意見や協力をいただきいた。引き続き、連携を深め教育活動につなげたい。
■島根県立大学や島根大学との連携事業も本格化し、地元人材育成や地域課題解決に向けた
協働が進んだ。引き続き、連携の内容を深めていきたい。

■人間関係づくりの未熟さを要因とする生徒間トラブルが数件生じた。自己表現力や問題解決力
の向上が課題となる。
〇人権担当者と各学年担当者を中心に、生徒の現状を十分にふまえ人権教育を計画実践し、人
権意識や人権感覚を育成していく。

■基礎学力の習得と学習意欲の喚起を図るため、基礎学力の定着度を測る方法として、総合学
力テストや模擬試験を実施している。また、普段の学習では気づきにくい自分の弱点を発見し、そ
の後の学習計画を立て、実際に取り組み、振り返ることを繰り返す中で学びの深まりや自己の成長
につながる。こうすた活動を通して、P（計画）D（実行）C（チェック）A（行動）のサイクルを繰り返す
力を身につけさせたいと考えている。
■学年部をはじめ、全教職員で総合型選抜や学校推薦型選抜の入試に対して生徒にサポートを
することができた。
〇引き続き、多様化する進路志望や大学入試に対応できるよう指導体制を整備する。

■概ね良好であるので引き続き取り組んでいきたい。
〇ホームページが多少見づらい部分や更新が滞る部分があるので改善していきたい。
〇キャリア教育の様子を届けるよう進路指導部や教育研究部と連携を強化する。

模試や各種検定試験は、お子様の進路実現のための学力
把握や学習意欲向上につながっていると思いますか。
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令和5年度　隠岐高等学校　学校評価書

＊肯定的意見の割合＝総数に対する肯定的意見[そう思う・どちらかといえばそう思う]の割合（％）、回答のうち「わからない」は除く

学校評価質問項目
自　己　評　価

取り組み状況と課題（■）、改善策等（〇）
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生徒の主体的
な学びを基盤
にした学力の
強化

①学力の向上
   （教務部）

プロジェクター等のICT機器を用いて、生徒の理解を深める
学習活動が行われていると思いますか。

プロジェクター等のICT機器を用いて、生徒の理解を深める
学習活動が行われていますか。

学校行事やＰＴＡ活動の案内、奨学金制度、学校保険（ＰＴ
Ａ総合保険）に関することなどは、保護者と学校との連携とし
て十分なものとなっていると思いますか。

⑨地域と連携し
た信頼される学
校づくり
  （教育研究部）

隠岐ジオパーク研究（地域課題解決型学習）や地域ボラン
ティア（個人、部活動）への参加、有木小学校への学習支援
（放課後先生）などの地域と関わる活動は、地域に開かれた
学校づくりにつながっていると思いますか。

隠岐ジオパーク研究（地域課題解決型学習）や地域ボラン
ティア（個人、部活動）への参加や図書館開放などにより、地
域との関わりが深まっていると思いますか。

A
98

A
98

②家庭学習
   （教務部）

各教科で出される課題は基礎学力を定着させるのに適切な
ものですか。

各教科で出される課題はお子様の基礎学力を定着させるの
に適切なものですか。

100

教職員

A
93

③読書活動
  （教育研究部）

企画展示（出張図書館など）や図書館だより、図書館を利用
した授業などは、本に親しむことや図書館利用向上につな
がっていると思いますか。

企画展示（出張図書館など）や図書館だより、図書館を利用
した授業などは、本に親しむことや図書館利用向上につな
がっていますか。

企画展示（出張図書館など）や図書館だより、図書館を利用
した授業などは、お子様が本に親しむことや図書館を利用
することにつながっていると思いますか。
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⑫生徒理解・教
育相談
  （学年部）
  （生徒指導部）

「いじめに関するアンケート」（年３回）や生徒面談（およそ学
期に２回）、スクールカウンセラー事業などは、生徒一人一人
を理解・支援するものとなっていると思いますか。

「いじめに関するアンケート」（年３回）や生徒面談（およそ学
期に２回）、スクールカウンセラー事業などは、生徒一人一人
を理解・支援するものとなっていますか。

「いじめに関するアンケート」（年３回）や生徒面談（およそ学
期に２回）、スクールカウンセラー事業などは、お子様を理
解・支援するものとなっていると思いますか。 100 92

人権意識の高
揚と安心でき
る生徒集団の
育成

⑪人権意識
  （生徒指導部）

人権教育ホームルーム（年３回）や講演会（年１回）は、人権
尊重の自覚を深め、あらゆる差別に対する正しい認識を育
てるものとなっていると思いますか。

人権教育ホームルーム（年３回）や講演会（年１回）は、人権
尊重の自覚を深め、あらゆる差別に対する正しい認識が身
に付くものとなっていますか。

人権教育ホームルーム（年３回）や講演会（年１回）は、お子
様の人権尊重の自覚を深め、あらゆる差別に対する正しい
認識を育てるものとなっていると思いますか。 83

⑯環境整備
  （教頭）

休暇の取得、校舎・寮の施設設備の改善（ＬＥＤ化、特別教
室のエアコンなど）、職場環境の美化（整理整頓・毎日の清
掃など）により働きやすい職場になっていると思いますか。 86

地域との協働
による魅力化
の推進

⑬新型コロナウイ
ルス感染防止対
策
  （生徒指導部）

79 93 81 69

隠岐ジオパーク研究（地域課題解決型学習）や地域ボラン
ティア（個人、部活動）への参加や図書館開放などの活動
は、地域に開かれた学校づくりにつながっていると思います
か。 97 88

88

隠岐ジオパーク研究（地域課題解決型学習）や隠岐ジオ
パーク研究発表会（2年）、３年ジオパーク探究の活動（ビー
チクリーンなど）、関西研修は、魅力ある教育活動になって
いると思いますか。

93 72

89 92

⑦保護者との連
携
  （総務部）
  （生徒指導部）
  （学年部）

学校行事やＰＴＡ活動の案内、奨学金制度、学校保険（ＰＴ
Ａ総合保険）に関することなどは、保護者と学校との連携とし
て十分なものとなっていると思いますか。

63

学校全体で取
り組む働き方
改革の推進

⑮意識改革
  （教頭）

79 63 42

ホームページの更新や学校だより「尼寺原」（年６回、町内回
覧）などの情報発信は、地域の人への情報提供として十分
なものとなっていると思いますか。

ホームページの更新や学校だより「尼寺原」（年６回予定、町
内回覧）などの情報発信は、学校からの情報を得るものとし
て十分なものになっていると思いますか。

ホームページの更新や学校だより「尼寺原」（年６回、町内回
覧）などの情報発信は、地域の人への情報提供として十分
なものとなっていると思いますか。

新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感染防止対策が
徹底していると思いますか。

新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感染防止対策が
徹底していると思いますか。

新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感染防止対策が
徹底していると思いますか。

学習活動や部活動、資格取得、良好な人間関係の構築、規
範意識の育成、進路実現など様々な面において、隠岐高校
へ進学してよかったと思いますか。

学習活動や部活動、資格取得、良好な人間関係の構築、規
範意識の育成、進路実現など様々な面において、お子様を
隠岐高校へ進学させてよかったと思いますか。

管理職、各分掌長、主任のリーダーシップのもとで業務の効
率化が図られ、時間短縮の意識につながっていると思いま
すか。

⑥情報発信
   （総務部）
   （学年部）

86 93 65

92

⑧教育の魅力化
  （教育研究部）

隠岐ジオパーク研究（地域課題解決型学習）や隠岐ジオ
パーク研究発表会（2年）、３年ジオパーク探究の活動（ビー
チクリーンなど）は、魅力ある教育活動になっていると思いま
すか。

隠岐ジオパーク研究（地域課題解決型学習）や隠岐ジオ
パーク研究発表会（2年）、３年ジオパーク探究の活動（ビー
チクリーンなど）は、魅力ある教育活動になっていると思いま
すか。


